
SOMサンフランシスコのエンジニアに聞く最近の超高層建築
 

A-Forum 和田 章
開催日時：2026 年 7月 8日　朝 10時から

 
　第二次世界大戦で日本が負けたアメリカなのですが、戦後すぐの生まれの小生は、エンパ
イアステートビルのあるニューヨーク、ヒッチコックの映画や西部劇、ベニー・グッドマン
のスイングジャズ、エルビス・プレスリーのロックンロール、セロニアス・モンクやオスカー・
ピーターソンのモダンジャズなど、アメリカの文化・文明に憧れて育ちました。

忘れてならないことは、日本には世界に自慢のできる素晴らしい文化と文明の歴史があり、
東大寺の近くに聳り立つ興福寺の五重塔、高山の町並など、日本人が誇りに感じる素晴らし
い建築や街作りの文化があります。しかし、これらは観光地になっており、効率重視の今の
時代には合いません。

鉛筆のように細長いものを立てたとき、揺れるとすぐに倒れてしまうことから、かつては地
震国に高層ビルを建てるのは向かないと思われていました。戦前に京大の棚橋諒は、地震動
による転倒は小さな物体には起こるが、同じプロポーションでも大きな建築物では起きない
と主張し、将来の日本に摩天楼を作ることは可能だと言われていました。今は、これが実現
できたように思います。

戦後の 8１年、日本の建築家や構造設計者は高層建築の設計・施工に頑張ってきましたが、
アメリカの高層建築はこの間にも先に進んでいるように感じます。日本も美しい高層建築の
設計施工に頑張らねばなりません。
サンフランシスコの SOMは、SOMが設計し 1967 年に竣工した Alcoa Building にあります。
シカゴの事務所にはWilliam Baker がいて、ドバイの Burj Khalifa を設計しました。図式解
放などがお得意な構造力学の基本に強いエンジニアです。かつては、Fazlur Khan がおられ、
John Hankock Center を設計した世界一の設計事務所です。

このたびはサンフランシスコ事務所のDr. Peter Lee、Dr. Mark Sarkisian、Dr. Eric Long の
３名に ZOOM 講演をお願いして、快諾を受けました。

具体的内容は当日の楽しみにして下さい。日本とサンフランシスコの時差を計算して、日本
の午前１０時からにしました。サンフランシスコでは前日の夕方６時です。

お申込み→https://ws.formzu.net/fgen/S72982294/
定員：Zoom250 名、会場（A-Forum）30 名


